
本地域は角田市中心部から北西方向に位置し、東西及び南北に高倉川、山田沢川が貫流している。
また、北側には白鳥の飛来地である手代木沼が隣接し、地域内の農用地は、平坦な地形を利用した水
田が９割以上を占めている。
これらの地域資源の生態系保全に配慮した施設の適正管理を実施している。

西根下高倉地域資源保全隊【角田市】

取組にあたって 取組の内容 取組の効果

広報奨励賞

【組織概要】 活動組織

・取組開始 平成19年度
・取組面積 77.9ha

（田77.6ha，畑 0.3ha）
・取組活動

農地維持支払活動
資源向上支払（共同）活動

地域住民の共同体が形成されたことによ
り、地域の将来について話し合う機会が増
えた結果、地域資源に対する関心が高まり、
施設の保全管理を行う人材の確保が図ら
れた。

にしねしもたかくらちいきしげんほぜんたい

【課題】

兼業農家が多いため、活動人員の確保
に苦慮した。
【保全管理】

農道の整地及び除草、排水路の浚渫に
加え、外来種（主にセイダカアワダチソウ）
の駆除に取り組んでいる。

構成団体に、地域内で設立した農事組
合法人があり、地域農業の振興を目指し
ている。

農地の利用集積では、地域内の農地を
公益社団法人角田市農業振興公社を介

した賃貸借や農作業受委託を農事組合法
人が引き受けることで、担い手農家の面
的な集積に配慮している。

【カンナの植栽】 【ソーシャル・ネットワーキング・サービスによる広報】
【子供会とのサツマイモ掘り】

■農村環境保全活動として、景観形成のた
め芝桜、カンナの植栽を行い、生態系保全
に配慮した施設の適正管理の一貫として魚
類等の生き物調査を行っている。

■外来種のセイダカアワダチソウの駆除に
も取り組み、生物の生息状況の把握のため
に生き物調査を行っている。

■地域住民との交流活動として、子供会な
どとのサツマイモ掘り等も開催している。

これらの活動を広報誌の作成のほか、ソー
シャル・ネットワーキング・サービス（「ｆａｃｅｂ
ｏｏｋ」フェイスブック）を活用して情報発信す
ることで、地域内外との社会交流の推進を
図っている。

https://www.facebook.com/nishine.hozentai


